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番号 意見 意見への考え方
1 〇オリ ーブ栽培伸び悩みの原因

　 まず挙げら れるのは， オリ ーブ栽培が思っ たほど収入につ
ながら ないと いう こ と です。 販売先は1社に限ら れ， 品種別で
1ｋ 850円， ミ ッ ク スで1ｋ 450円程度です。 し かも ， 納入期日
が限ら れ， 収穫に追われて作業員の確保も ままなり ません。
　 搾油についても 同様のこ と がいえます。 1昨年までは搾油し
たオリ ーブ油の販売が禁じ ら れており ， 自家消費し か出来ま
せんでし た。 こ れでは営農意識が低下するのは明ら かです。
　 市がこ れから も オリ ーブ栽培の増加を 望むのであれば， 小
規模栽培者の現金収入を 増加さ せる手立てを 考えるべき で
す。

　 小規模栽培者の現金収入を 増加さ せる方法は， まず， 栽培方法を 確
立さ せ， 収量の増加を 図るこ と が必要と 考えます。 そのため， 早々に
江田島式栽培の確立と 栽培方法の普及・ 定着に努めます。
　 尚， 搾油については， 令和元年９ 月に， 江田島市オリ ーブ振興協議
会（ 以下「 協議会」 と いう 。 ） が設置し た自家消費用搾油機を 販売可
能と なるよう 運用を 変更し ， 現在， ３ 者の方が販売を 開始し ていま
す。

2 〇マンパワー不足
　 現在， 市のオリ ーブ担当者は職員1名， 地域おこ し 協力隊1
名の2名のみです。 繁忙期には若干の民間人に依頼し て搾油作
業を 行っ ていますが， こ んな貧弱な態勢でこ れから 増大する
オリ ーブ栽培事業に対処するこ と は到底でき ないと 考えま
す。 なぜオリ ーブ振興室が交流観光課の一隅にあるのか理解
でき ません。 少なく と も 農林水産課のも と でも う 少し 人員を
増やし て対処すべき だと 考えます。 また， オリ ーブ担当の地
域おこ し 協力隊を 増員すべき ではないでし ょ う か。
　 初年度のオリ ーブ担当地域おこ し 協力隊は2名だっ たのに，
収穫量の増大が予想さ れる3年後は当然倍増し て然るべき だと
考えます。 し かも 地域おこ し 協力隊にかかる費用は全額総務
省が負担するのにかかわら ず， 減ら すと いう こ と は全く 理解
でき ません。 地域おこ し 協力隊については， ほかにも 担当さ
せているよう ですが， 成功し ていると は思えません。 今後地
域おこ し 協力隊を 募集する場合は全員オリ ーブ担当に特化し
ても っ と 多く の人員を 募集すべき です。 因みに島根県の邑南
町は人口1万１ 千人にも かかわら ず， ３ ０ 名の地域おこ し 協力
隊採用し ています。 少し は他地の成功例を 見習う べき ではな
いでし ょ う か。

　 江田島市では平成25年から 「 オリ ーブ振興室」 を 設けオリ ーブ振興
を 推進し ています。 その間3名の地域おこ し 協力隊を 採用し ， オリ ー
ブ栽培技術指導員， オリ ーブ普及員と し て先進地　 小豆島町で研修を
受けても ら いながら 着実に人材育成を 行っ ています。 こ う し て育っ た
協力隊の方が卒業後， 平成３ １ 年度以降も 地元に残り し っ かり と 技術
等の普及等に協力いただいています。
　 また， 民間企業も 着実に技術力を つけてオリ ーブのすそ野は着実に
広がり つつあり ますので， こ れから は官民あげて一層の取組みを 進め
ます。 なお， 市の組織内の人員については， 組織全体のバラ ンスを 考
慮し 決定し ます。
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3 〇搾油機の増設について

　 現在， 当市には２ 台の搾油機し かあり ません。 し かも １ 台
は江田島オリ ーブ（ 株） の所有であり ， 市民が利用でき る搾
油機は１ 台だけです。 オリ ーブの搾油は10月中旬から 11月上
旬にかけて集中する為， 現状の収穫量に対処するこ と は出来
ません。 案の定， 昨年の収穫期には搾油の予約を 受け付けて
おき ながら ， 当日の搾油を 拒否する事態が生じ てし まいまし
た。 オリ ーブの収穫量はこ れから も 増大し ていく のですか
ら ， 搾油機の増設は喫緊の課題です。

　 協議会の搾油機の利用は， 令和元年度10月から 12月までの3ヶ 月間
で17日間です。 今後は， 生産量の増加に対応するために計画的に受付
日数を 増やすこ と や民間委託するこ と を 検討し ます。
　 また， 10頁の「 ②　 搾油機導入及び加工施設設置推進」 の中にも あ
り ますが， オリ ーブ収穫量の増加に伴い， 参入企業の導入を 支援し ま
す。
　

4 〇収穫作業員の確保
　 オリ ーブ栽培のネッ ク は収穫作業の困難性にあり ます。 オ
リ ーブの収穫は手摘みで行わなければなら ず， し かも 24時間
以内に搾油し なければなら ないため， どの栽培者も 収穫作業
員の確保に苦労し ています。 し かも 搾油機が少ない為， 搾油
期日が限定さ れ， その困難性は倍加し ています。
　 その為にも 搾油機の増設が必要ですが， マンパワーの確保
についても その手立てが必要だと 考えます。 現在， 収穫のボ
ラ ンティ アを 募集し ていますが， WWOOFの活用も 視野に入れて
考えるべき です。
　 その為にも ， 遊休施設を 利用し てWWOOFを 利用する人たちの
拠点を 整備する必要があり ます。

　 収穫ボラ ンティ アや体験イ ベント 等を 積極的に取り 入れて行き ま
す。 また， 新規就農研修等により 担い手の確保を 検討し ます。
　 なお， WWOOFは， 無農薬・ 無化学肥料を 活用し た農場での利用と な
るため， 特異な例と し ての扱いと なるため， 生産者自身の取り 組みと
し ても ら いたいと 考えます。

  ※WWOOFと は ・ ・ ・
     Wor l d　 Wi de　 Oppor t uni t i es on Or gani c Far ms「 世界に広がる
有機農場での機会」 の頭文字です。 WWOOFは， 農業体験と 交流の非政
府組織です。 １ ９ ７ １ 年ロンド ンで設立さ れ， その後多く の国に広
まっ ています。
　 ちなみに有機農業と は， 無農薬， 無化学肥料で作物を 栽培する農業
です。

5 〇オリ ーブ公園の必要性
　 江田島オリ ーブの知名度を 上げるためには， オリ ーブ公園
の設置は不可欠です。 小豆島， 牛窓は勿論， 最近栽培面積を
増やし ている熊本県の天草市も オリ ーブ公園を 開設し て， 観
光客を 増やし ています。 江田島市は100万都市広島市のバッ ク
ヤード 的存在であり ， アク セスも 良く ， 小豆島にと っ て代わ
るポテンシャ ルを 有し ていると 思います。 小豆島に追いつ
き ， 追い越すためにも ， オリ ーブ公園の設営を 急ぐ べき で
す。

　 11頁の「 ④　 深江地区オリ ーブ園やオリ ーブ公園など観光農園化を
推進」 の中にも あり ますが， 民間活力を 活用するなど， オリ ーブを 利
用し た観光農園や食農体験ができ る拠点の整備を 検討し ます。
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